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問い合わせ：金属労協　政策企画局

全日本金属産業労働組合協議会（金属労協／JCM）　議長　金子晃浩

価格転嫁 人材の
確保・定着

公正競争の
確保

産業・企業の
発展

特定最低賃金
の引き上げ

現場力強化
・

生産性向上

金属産業の発展に向けた金属産業の発展に向けた
特定最低賃金の活用特定最低賃金の活用

●特定最低賃金は、最低賃金法に位置づけられており、特定の産業又は職業について設定される最低賃金です。
●産業の労使が申出や審議に参加し、産業の実態を踏まえた最低賃金を設定しています。

● 金属産業では、現在の特定最低賃金が誕生して以来30年以上にわたって、労使合意の下で、特定最低賃金の新設・金
額改正を積み重ねてきました。

● 金属産業は基幹産業として地域経済を支え、良質な雇用を生み出しています。しかしながら、近年は、労働環境が厳
しいことなどから、とりわけ中小企業では人材の確保・定着が喫緊の課題となっています。このため、特定最低賃金
によって入口賃金の優位性を確保することで産業の魅力を高め、人材の確保・定着を進めていく必要があります。

● 人材の確保・定着なしに、現場力の強化、生産性向上を図ることはできません。特定最低賃金の引き上げをきっかけ
とした労務費・人件費の上昇は適切に価格転嫁を進め、バリューチェーン全体で生み出した付加価値を適切に配分し、
産業全体の健全な発展を促していきます。

特定最低賃金 地域別最低賃金

役 割 ・ 機 能 ● 企業内の賃金水準を設定する際の労使の取り
組みを補完するもの

● すべての労働者の賃金の最低限を保障するセーフティ
ネット

適 用 対 象 ● 産業または職業ごとに適用
● その産業の「基幹的労働者」に適用

● 産業・職業を問わずすべての労働者に適用
● 都道府県ごとに適用

決 定 方 式 ● 関係労使の申出により新設、改正又は廃止
● 新設、改廃は労使のイニシアティブによる

● 行政機関に決定を義務付け
　（全国各地域について必ず決定されなければならない）

効 力
● 刑事的な効力は、最低賃金法にはなし（労働基
準法第24条違反、30万円以下の罰金）
● 民事的な効力（最低賃金に満たない賃金を定め
た労働契約は無効）

● 刑事的な効力（50万円以下の罰金）
● 民事的な効力（同左）

資料出所：厚生労働省

事　項 内　容

1947年(S22) 労働基準法制定 最低賃金に関する規定

1959年(S34) 最低賃金法制定
業者間協定方式が中心
＊ 使用者による申請（労働者の関与なし）、産業別に設定
（第１号は「静岡県缶詰製造業最低賃金」）

1968年(S43) 最低賃金法改正
業者間協定方式を見直し（ＩＬＯに適合する公労使三者構成の審議会
方式へ）
⬇（1967年度末：2,320件、適用労働者611万人）　　　
大くくりの産業別最低賃金の普及・拡大

1971年(S46) 地域別最低賃金の設定 地域別最低賃金の年次推進５カ年計画の策定（1971～1975年）
（1975年度末までに全都道府県で地域別最低賃金を設定）

1975年(S50) 最低賃金制度のあり方論議スタート
中賃に「今後の最低賃金制のあり方について」を諮問
＊地賃には、目安制度を導入
＊ 産業別最低賃金は、地域別最低賃金との性格と機能分担について
論議

1986年(S61) 新産業別最低賃金制度スタート
1986（昭和61）年の「中賃答申」により、新産業別最低賃金（現行制度）
をスタート
＊関係労使の申出・参加による審議会方式へ

2004年(H16) 産業別最低賃金の見直し提起 「規制改革・民間開放推進３か年計画」に、産業別最低賃金の見直しが
盛り込まれる

2005年(H17) 最低賃金制度の見直しスタート 労政審の下に最低賃金部会を設置。
「今後の最低賃金制度のあり方について」諮問

2007年(H19) 最低賃金法改正
約40年ぶりの最低賃金法改正
＊地域別最低賃金の決定基準に生活保護との整合性を追加
＊産業別最低賃金は特定最低賃金として明確化（運用方針は継承）

最低賃金法の目的 金属産業における役割

労働者にとって 労働者の生活の安定 労働組合のない中小企業や非正規雇用で働く労働者の賃金を
底上げし、産業内の賃金格差を是正する

使用者にとって 労働力の質的向上及び事業の公正な競争の確保 入り口賃金の優位性を確保し、産業の魅力を高め、人材の確
保・定着につなげる

日 本 経 済・
金属産業にとって 国民経済の健全な発展に寄与する 産業にふさわしい最低賃金によって公正競争を確保し、産業

の健全な発展を促す

特定最低賃金とは

特定最低賃金の意義と役割

 特定最低賃金は、産業の魅力を高め、
産業の持続的な発展を促す 

1956年、米国からの低賃金輸出批判と他業種の進出による人手不足に対応
するため、労働条件改善を迫られていた静岡缶詰協会は、初任給協定を締結
しました。
政府はこれを参考に、業者間協定による最低賃金の導入を図り、その普及

を受けて1959年に「業者間協定に基づく最低賃金」方式を中心とする最低賃金
法案を制定しました。
静岡缶詰協会は初任給協定を最低賃金協定に切り替えて申請し、法定最低
賃金第１号として決定されました。

日本の賃金は、産業間・地域間の賃金格差が大きく、一律の最低賃金では実効性が低いことから、産業ごとに最低賃金
が設定されてきました。1975年に全国に地域別最低賃金が整備された後も、当該産業労使のイニシアティブを重視する
「新産業別最低賃金」として存続し、2007年の最低賃金法改正の際にも、「特定最低賃金」として制度を継続してきました。
特定最低賃金は、当事者である産業の労使がイニシアティブを発揮することが求められています。特定最低賃金の審

議を通じて、地域の産業の実態・課題について深掘りした議論を行い、金属産業にふさわしい最低賃金を設定することに
よって、産業の魅力向上とバリューチェーン全体の発展につなげていくことが重要です。

法定最低賃金の第１号「静岡県缶詰製造業最低賃金」は、使用者のニーズによる業者間協定

当事者である産業の労使のイニシアティブ発揮で、産業全体の発展につなげていくべき



■規模別の賃上げ額の推移 ■規模別の賃上げ獲得組合の比率の推移

賃上げ回答額299人以下
賃上げ回答額300～999人
賃上げ回答額1000人以上

賃上げ獲得組合の比率299人以下
賃上げ獲得組合の比率300～999人
賃上げ獲得組合の比率1000人以上
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資料出所：金属労協
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● 「地域別最低賃金は生活安定の役割を中心に据え、特定最低賃金は産業の労働者の公正な賃金を追求するという役割
分担を目指すべき。両者の相互補完が重要」との指摘がある。最低賃金は第1条で、この法律の目的のひとつとして「事
業の公正な競争の確保」を掲げており、この趣旨にも沿う。
● 特定最低賃金は「労使が力を合わせて生産性の向上に取り組むきっかけになる」。特定最賃の設定や引き上げには各社
の労使が企業の垣根を越えて横の連携をとる必要があるため、「一企業では難しい取引価格の適正化や従業員への技
能指導などを展開しやすくなる」「特定最低賃金という手段を使ってその産業の賃金水準を上げること自体が、人材
獲得での競争力向上につながる」との指摘もある。人手不足は深刻なだけに、経営側にとってもメリットがある。
● 2023年の春季労使交渉で広がった積極的な賃上げを確かな流れにするには、民営事業所の従業者の７割近くが働く
中小企業と、雇用されている人全体の４割近くを占める非正規従業員の継続的な賃金上昇が求められる。最低賃金の
引き上げは直接的な効果がある。

● 地域別最低賃金は不熟練労働者を含めた全ての労働者に最低限支払われる賃金額であり、地域別最低賃金の上昇だけ
では必ずしも底支えにならない。
● 特定の産業や職業の最低賃金を特定最賃で定めることができる。さらに、民間企業の労使の中には、産業別最賃、企
業内最賃を締結しているケースもある。こうした多層的な最低賃金の形成が中小企業、正規労働者を含む幅広い労働
者の賃金の底上げになる。
● 現在、特定最低賃金の導入や改定は、使用者側が慎重な姿勢を示しており、協議が進まないという状況。持続的な賃
上げのためにぜひ前向きに御検討いただけるように、政治の場からも呼びかけていただきたい。

 最低賃金上げの突破口「産業別最賃」　人材獲得にも一助（2023年６月７日・日経電子版）

 予算委員会公聴会（2024年３月12日）

　水野 裕司　編集委員

首藤 若菜　立教大学経済学部経済政策学科教授

●  生産年齢人口の減少等により人材獲得競争が激化し、とりわけ中小では人材不足により企業の存続を脅かしかねない
状況となっています。金属産業は、バリューチェーン全体で「強み」を発揮しており、人材不足によるバリューチェーン
の危機は、産業全体の競争力の喪失に直結します。
●  有効求人倍率は、2018年度に1.62倍に上昇した後コロナ禍で低下し、2022年度以降は1.3倍程度となっています。し
かしながら生産工程で働くことを希望する求職者は職業計を大きく下回り、金属産業では生産工程全体をさらに下回っ
ています。このため、金属産業の生産工程の有効求人倍率は他と比較して著しく上昇し、生産現場を支える人材の採
用が困難となっています。

特定最低賃金を有効活用すべきとの提言

ものづくり離れが進み、生産現場を支える人材確保が困難に

● 金属労協の加盟組合（3,062組合）では、85.3％の組合が賃上げ（ベア等）を獲得しており、組合員299人以下の組合で
81.0％に達しています。賃上げ額の平均は規模計で9,130円、300人未満の組合でも7,955円となっています。
● 労働組合がなく、労使交渉の手段を持たない中小企業や非正規雇用で働く労働者についても、労働組合のある企業と
同様に賃上げを行い、適切に価格転嫁することによって、バリューチェーン全体で生み出した付加価値を適正に配分
する必要があります。
● 金属労協の集計対象組合（54組合）のうち、高卒初任給を把握できる組合の平均は、2023年度182,895円から、2024
年度198,041円へと、15,146円引き上げられています。人材獲得競争が激化する中で、とりわけ採用賃金は大幅に引
き上げられており、均等・均衡待遇実現の観点から、こうした動向を特定最低賃金に反映し、非正規雇用で働く労働者
等の賃金の底上げを図る必要があります。

● 政府は、物価に負けない賃上げを行うことが、デフレ脱却、経済の好循環の実現のために必要でありとの認識の下、
その実現に向けて「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」を策定しました。
● 「指針」では、労務費上昇の根拠として「都道府県別の最低賃金やその上昇率」「春季労使交渉の妥結額やその上昇率」
等を上げています。特定最低賃金は、同じ産業の労使が締結した企業内最低賃金の水準や賃上げ結果を重要な参考資
料として波及させる制度であり、労使交渉の手段を持たない中小企業や非正規雇用で働く労働者の賃金を確実に引き
上げるための有効な手段です。人材の確保・定着や実質賃金確保の観点から、産業全体で賃上げを実現し、適切に価
格転嫁することによって、産業の健全な発展と競争力の強化、さらには経済の好循環につなげていく必要があります。

〇労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針（2023年11月29日／内閣官房・公正取引委員会）
発注者としての行動③
労務費上昇の理由の説明や根拠資料の提出を受注者に求める場合は、公表資料（最低賃金の上昇率、春季労使
交渉の妥結額やその上昇率など）に基づくものとし、受注者が公表資料を用いて提示して希望する価格につい
ては、これを合理的な根拠があるものとして尊重すること。
https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/romuhitenka.html

〇業界団体による「取引適正化」と「付加価値向上」に向けた自主行動計画
金属産業の業界団体では、サプライチェーン全体での「取引適正化」と「付加価値向上」に向けた自主行動計画を
策定し、価格決定にあたっては、材料・エネルギー価格、労務費等の変動を考慮することを宣言しています。
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/koudoukeikaku.html

金属産業の賃上げと初任給は大幅引き上げ

バリューチェーン全体の賃上げと適切な価格転嫁によって
金属産業の競争力強化と経済の好循環につなげる

■金属産業の雇用人員の動向 ■有効求人倍率の推移 ■新規求職者数の推移

大企業

職業計 生産工程の職業
うち金属関係

職業計 生産工程の職業
うち金属関係

中堅企業 中小企業
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資料出所：日銀「短観」、厚生労働省「一般職業紹介状況」
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